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PRKG2
PRKG2; PRKGR2; cGMP-dependent protein kinase 2; cGK 2; cGK2; cGMP-dependent protein
kinase II; cGKIlI
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、セリン/スレオニンプロテインキナーゼファミリーに属するタンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、腸管における体液バランスの調節に関与しています。マウスの類似タンパク質は、結腸細胞の分化と増殖を調節していると考えられています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。[RefSeq提供、2013年9月],触媒活性：ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,酵素調節：cGMPの結合により酵素が活性化されます。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。AGC Ser/Thrプロテインキナーゼファミリー。 cGMP サブファミリー。,類似性:AGC キナーゼ C 末端ドメインを 1 つ含む。,類似性:タンパク質キナーゼドメインを 1 つ含む。,類似性:環状ヌクレオチド結合ドメインを 2 つ含む。,組織特異性:脳、肺、腸粘膜に高濃度に存在します。,
	研究分野
	ギャップ結合;長期抑制;嗅覚伝達;
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	PKG2抗体を用いた、アニソマイシン25μg/mlで30分間処理した293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000希釈のcGKIIポリクローナル抗体を用いたA549細胞のウェスタンブロット解析
	

	1：1000に希釈したcGKIIポリクローナル抗体を用いた293T細胞のウェスタンブロット解析

